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一般国道６号
牛久土浦バイパス ④

①事業採択後、５年以上経過した時点で未着工

②事業採択後、10年以上を経過した時点で継続中の事業

③準備・計画段階で5年間が経過している事業

④再評価実施後、5年間が経過している事業　

：再評価
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国道６号
牛久土浦バイパス④



１．事業の目的と計画の概要

・牛久市及び土浦市内の国道6号の渋滞緩和
・圏央道へのアクセス強化

（１）目的

（２）計画の概要

区 間：自）茨城県つくば市西大井

至）茨城県土浦市中村西根

計画延長：Ｌ＝３．９ｋｍ

幅 員：一般部 30.0m 橋梁部 17.5m

道路規格：第３種１級

設計速度：８０km/h

車 線 数：４車線

事 業 化：平成４年度
事 業 費：約２２０億円
計画交通量：30,700～32,800台/日

い ば ら き け ん に し お お い

い ば ら き け ん な か む ら に し ねつ ち う ら し

一般部 高架部

3.50 3.50

1.50

1.50

1.50

1.50

0.50 0.502.00

5.00 7.00 3.00 7.00 5.00

30.00 ( 単位：ｍ）
(単位：ｍ）

5.000.250.25

0.750.75 7.00 7.002.00

1.50

17.50

T05 10,513台/日 T05 26,829台/日

T05 28,324台/日
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標準断面図



２－１．事業の必要性に関する視点

渋滞損失額： 47億円/年

牛久土浦バイパス周辺の開発計画国道6号の渋滞損失時間

・当該区間に並行する国道6号の渋滞損失時間は県内国道6号平均の2倍以上、渋滞
損失額は年間約４７億円。
・つくば研究学園都市、土地区画整理事業等の地域開発プロジェクトを支援。

牛久阿見

阿見東

大型SC（H21.6 開店予定）
（仮称）イオン土浦SC
店舗面積：43,000 （m²）葛城一体型特定土地区画整理事業

計画人口：約25,000 人
施行面積：約484ha
・市役所新庁舎（H22)

・大型ＳＣ、ホテル（H19 ～20）

人人ニュータウン（H21）
総開発面積：約234.2ha
計画人口：約20,800人

ひとひと

つくば牛久

つくば JCT

中根・金田台

地区

中根・金田台

地区葛城地区葛城地区

上河原崎

・中西地区

上河原崎

・中西地区

島名・福田坪

地区

島名・福田坪

地区

萱丸地区萱丸地区

常
磐
自
動
車
道

常
磐
自
動
車
道

首都圏中央連絡道路首都圏中央連絡道路

凡例

土地区画整理事業

主な開発拠点

研究学園都市

牛久土浦バイパス

供用

事業中

事業中

調査中

｝対象区間
対象区間外｝

常磐自動車道

国道6号

渋滞損失時間：約１
５８万人時間/年

渋滞損失額：約４７
億円/年

渋滞損失時間３Ｄマップ（Ｈ１８年度平均値）

渋滞損失時間

谷和原

土浦北

※県内国道６号の平均：９．８万人時間/ｋｍ・年

１７．３万人時間/ｋｍ・年
２２．９万人時間/ｋｍ・年

谷田部

桜土浦
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２－２．事業の必要性に関する視点
・圏央道との一体的利用により、つくばメディカルセンターへのアクセスが向上。

・緊急輸送道路としての機能が期待される。

災害時に国道6号および常磐自動車道の代替ルートとして機能する。取手市（藤代地区）からつくばメディカルセンターまで36分で到
着可能となり生活の安心感が向上。

つくばメディカルセンターへのアクセス 緊急輸送道路の確保

貝原塚町貝原塚町

岡見岡見

田宮田宮

泉町泉町

若柴若柴

牛久牛久
小坂小坂
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結束結束
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天宝喜天宝喜

駒込駒込

小山小山
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六斗六斗
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神生神生

野堀野堀

狸穴狸穴

神住神住 新川新川
浜田浜田

うしくうしく弘化新田弘化新田

みどり野みどり野

大羽谷津大羽谷津

大羽谷津大羽谷津

野颪野颪

女化女化

牛久市牛久市

210

46 273

408

下根下根

久野久野

210

小茎小茎

らい市らい市

圏央
道

圏央
道

中村中村

榎戸榎戸

小松小松

上横場上横場

館野館野

阿見阿見

岩田岩田

烏山烏山西根西根

右籾右籾

稲岡稲岡

小野崎小野崎

上原上原

境田境田
境松境松

広岡広岡

下横場下横場

手代木手代木

西大沼西大沼

羽成羽成

南中妻南中妻

山中山中

荒川本郷荒川本郷

上長上長実穀実穀

菅間菅間高崎高崎

樋の沢樋の沢

房内房内
若栗若栗

あらかわおきあらかわおき

南区南区 一区一区

三区三区

408

48
25

55
203

273
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ひたちのうしくひたちのうしく
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久
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浦
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ス
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凡例

高速道路

供用

事業中

調査中･･･

交通規制箇所

｝対象区間
対象区間外

桜土浦IC桜土浦IC

つくばJCTつくばJCT

つくば牛久ICつくば牛久IC

牛久阿見IC牛久阿見IC

谷田部IC谷田部IC

貝原塚町貝原塚町

岡見岡見

板橋板橋

山王山王

田宮田宮

谷中谷中

さぬきさぬき

うしくうしく

ふじしろふじしろ

弘化新田弘化新田

みどり野みどり野

大羽谷津大羽谷津

大羽谷津大羽谷津

長町長町

成沖成沖

野颪野颪

女化女化

牛久市牛久市

251

19
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211

210

46 273

243

48
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高岡高岡

野田牛久線
野田牛久線

関東鉄道竜ヶ崎線

関東鉄道竜ヶ崎線
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小茎小茎

つくばみらい市つくばみらい市

圏央
道

圏央
道

中村中村

榎戸榎戸

苅間苅間

妻木妻木

大角豆大角豆

平塚平塚

小松小松

上横場上横場

館野館野

花室花室

阿見阿見

あらかわおきあらかわおき

南区南区 一区一区

三区三区

土浦境線
土浦境線

123

128

123

408

55

24

6
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55
203

273

274
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0

19

45

3

354

ひたちのうしくひたちのうしく

みどりのみどりの

現況ルート

４５分

牛久土浦バイパス
・圏央道ルート

３６分

つくばメディカルセンター

藤代地区

354

6

408

408

6

つくば牛久IC

桜土浦IC桜土浦IC

牛久阿見IC牛久阿見IC

谷田部IC谷田部IC

つくばメディカルセンターまで

９分短縮

牛
久
土
浦

牛
久
土
浦

凡　例

現況ルート

牛久土浦ＢＰルート

供用

事業中

調査中･･･

｝対象区間
対象区間外

常
磐
道

つくばJCT

(仮)つくばIC
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■■事業全体事業全体

注1）費用及び便益額は整数止めとする。
注2）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。
注3）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。 5基準年：平成20年度

16億円
維持管理費

253億円237億円
２．１

総費用事業費
費用費用((ＣＣ))

536億円7億円39億円490億円

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

総便益
交通事故
減少便益

走行経費
減少便益

走行時間
短縮便益便益便益((ＢＢ))

■■残事業残事業

11億円
維持管理費

28億円17億円
１０．１

総費用事業費
費用費用((ＣＣ))

282億円5億円－8億円285億円

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

総便益
交通事故
減少便益

走行経費
減少便益

走行時間
短縮便益便益便益((ＢＢ))

■■既供用区間を除く区間既供用区間を除く区間

11億円
維持管理費

97億円86億円
２．９

総費用事業費
費用費用((ＣＣ))

282億円5億円－8億円285億円

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

総便益
交通事故
減少便益

走行経費
減少便益

走行時間
短縮便益便益便益((ＢＢ))

３．費用対効果



４．事業進捗の見込みの視点
・牛久土浦バイパスの経緯

平成 ４年度 事業化 平成１１年度 工事着手

平成 ６年度 都市計画決定 平成１４年度 区間①暫定供用

平成１０年度 用地買収着手 平成２１年度 区間②暫定供用予定

工事中供用２車線

区間① 区間②

阿見町牛久市

つくば市

土浦市

牛久
駅 ひた

ち野
うし
く駅

荒川沖駅
JR 常磐線

バイパス起点

バイパス
終点

つくば
牛久IC

つくば
JCT

桜土浦IC

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
（
圏
央
道
）

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
（
圏
央
道
）

常
磐自
動
車
道

牛
久
沼

都市計画決定（H6.4.21）L=15.3km

供用
（H15.3.29）
L=2.3km

事業中
L=1.6km

至　

東
京

至　

水
戸

茨
城
県
つ
く
ば
市
西
大
井

茨
城
県
土
浦
市
中
村
西
根

い
ば
ら
き
け
ん
つ
ち
う
ら
し
な
か
む
ら
に
し
ね

い
ば
ら
き
け
ん
つ
く
ば
し
に
し
お
お
い

区間① 区間②凡例

高速道路

国道

地方道

供用

事業中

事業中

調査中

｝対象区間
対象区間外｝
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４．事業進捗の見込みの視点

事
業
化

都
市
計
画
決
定

区
間
①
 
用
地
買
収
着
手

区
間
①
 
工
事
着
手

区
間
②
 
用
地
買
収
着
手

区
間
①
 
用
地
買
収
完
了

区
間
①
 
暫
定
供
用

区
間
②
 
工
事
着
手

区
間
②
　
暫
定
供
用

H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

26% 55% 60% 62% 87% 95% 97% 97% 98% 99% 99% 100%

区間① 2車

区間② 2車

※ 区間①：国道408号～学園西大通り
※ 区間②：学園西大通り～学園東大通り

工
事

区間①(3-1工区)

区間②(3-2工区)
用
地

進捗率
(面積）

年度
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５．今後の対応方針（原案）
（１）事業の必要性等に関する視点

・当該区間に並行する国道6号は、渋滞損失が大きく、バイパスの早期整備が必要。
・圏央道、常磐自動車道等の高速道路網へのアクセスが向上し、地域開発が促進
される。
・つくばメディカルセンター等第３次救命救急医療施設へのアクセスが向上。
・災害時の代替ルートが強化。
・費用対効果（B/C）は2.1である。

（２）事業進捗の見込みの視点

・未供用区間の用地取得率は約９９％進捗し、工事についても順調であり、平成
２１年度暫定供用を予定。
・また、今後の交通状況の変化に対応しながら完成4車線供用を図る。

（３）対応方針(原案）

事業継続事業継続
用地・工事の進捗が進んでおり、早期の効果発現を図ることが適切である。
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